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はじめに 我々は Eu
2+を発光中心とする Sc を母体材料に含む新規組成の蛍光体の探索を行って

いる。これまでに BaScO2Fに Eu が 2 価で付活でき、A サイトの Sr置換により立方晶を保ったま

ま格子定数が減少して発光色が変わること、B サイト置換では置換元素の掃き出しが起こりほと

んど格子定数が変えられないことを報告した[1]。今回は母体を Ruddlesden-Popper相 Ban+1ScnX3n+1

（X = O, F）の BaScO2F（n = ∞）以外に拡張し、n = 1 [2]と n = 2について合成を試みた。 

実験 n = 1, 2 の層状ペロブスカイトの組成比となるように、Sc2O3、BaCO3、BaF2、EuF3を混合

した後ペレット化したものを焼成した。得られた粉末は X 線回折（XRD）とフォトルミネッセン

ス（PL）により評価を行った。 

結果と考察 図 1に n = 1の組成比を目的に合成した粉末の XRDパターンを示す。目的相および

立方晶ペロブスカイトの回折ピークと不明相のブロードピークが観測される。主相は目的相とな

っている。図 2に同じ粉末の PLスペクトルを示す。Eu
3+によるピークのみが観測される。多くの

ピークが観測されているが、BaScO2F:Eu
3+の発光とは異なる強度比のスペクトルとなっている。

主相の Ba2ScO3Fに付活された Eu
3+からの発光と考えられる。単相化および 2価での付活について

は、現在検討中である。 

  

  図 1. 合成粉末の XRDパターン     図 2. 合成粉末の PLスペクトル 
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